
蒸し器設置上の注意事項   (G) 
 

 

 

 

設置に対する隔離距離 

前方 100mm 

後方 100mm 

上方 100mm（法令遵守のこと） 

 

後方はメンテナンススペース 

給水側 200mm 

反対側 100mm 

 

 

 

設置 

本器の据付位置は背面の壁から 100mm 程度離して設置してください。給水側は給水タンクの側面

から 200mm 程度、反対側は取手より 100mm 程度離して設置してください。 

点検清掃を行なう際には、上台を持上げて架台から降ろしますので、余裕をもったスペースの設置をお奨

めいたします。 

フードは本体外形寸法（機種で異なる）の間口・奥行の寸法を四方に 100mm 大きくお取りください。

架台の水平は水槽に少し水を張り、アジャスト脚４本の伸縮で調整してください。 

 

給水・排水配管工事 （給水１５Ａ，排水２５Ａ または ４０Ａ） 

給水・排水配管接続は有資格者の工事をお奨めいたします。 

排水は排水コックから熱湯が出ますので配管工事を推奨します。配管は必ず下り勾配で、耐熱性の材

質のものをご使用ください。給水管接続は飲用に支障のない管材料を使用してください。 

 

ガス接続工事 ＜設置業者様へ＞ 

業務用ガス器具の設置の詳細は「業務用ガス機器の設置基準及び実務指針」（日本ガス機器検査

協会刊）に基づいて行ってください。 

本器のバーナは業務用です。 ガス接続工事は安全のために 「ガス事業者」に依頼するか有資格者に

よる工事が法律で定められています。 工事に不備がありますと 事故の原因になることがありますので、必

ず専門業者にご相談ください。 

 

 

不燃性

室温を35℃とした
ときに100℃以下

※ 不燃材料であること

※ 高さＨは防火上の安全が
確認できる高さとする
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３cm以上のすき間をあけること
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